
 

 
 

 

令和５年１０月１９日 

文化スポーツ部ふるさと文化財課 

 

 

府中市文化財保護審議会答申について 

 

 

１ 趣旨 

  令和４年５月に教育委員会から府中市文化財保護審議会へ諮問した

ことについて、令和５年９月２９日に答申が提出されましたので報告

するものです。 

 

２ 諮問内容 

  府中市文化財の指定について 

 

３ 内容 

 諮問を受け当該審議会において１年４か月間審議を行い、別添資料

のとおり、府中市文化財として指定されるよう答申を受けました。 

 

教育委員会定例会資料 ５ 
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（別添）資料 

 

指定物件の詳細 

１ 名称 

武蔵府中
むさしふちゅう

郷土
きょうど

かるた初刷
しょずり

一式
いっしき

及
およ

び原画
げ ん が

 

 

２ 員数 

(1) 武蔵府中郷土かるたの初刷 

内容は、読み札と取り札各 46 枚の計 92 枚、その予備札４枚、あいさつ 

状１枚、項目所在図と内容一覧１枚、収納箱１合 

(2) 赤羽末吉の手描きによる取り札原画 46 枚 

 

３ 所在地（保管場所） 

  府中市南町６丁目 32 番地 府中市郷土の森博物館 

 

４ 所有者 

  府中市 

 

５ 文化財の種別 

府中市有形文化財（歴史資料） 

 

６ 品質形状及び寸法  

(1) 武蔵府中郷土かるたの初刷 

・読み札と取り札（予備札含む） 

紙製（和紙との合紙）、縦 8.9 センチメートル、横 6.3 センチメートル、

厚さ 0.05 センチメートル 

・あいさつ状 

紙製、縦 7.6 センチメートル、横 18.15 センチメートル、二折 

・項目所在図と内容一覧 

紙製、縦 23.65 センチメートル、横 35.15 センチメートル、八折 

・収納箱 

長方形覆蓋造 

蓋は紙製、縦 9.7 センチメートル、横 13.9 センチメートル、高さ 1.9 セ

ンチメートル、組立て式 

身は、紙製、縦 9.5 センチメートル、横 13.5 センチメートル、高さ 2.05

センチメートル、総高 2.05 センチメートル、組立て式 

(2) 赤羽末吉の手描きによる取り札原画 

紙製（和紙）、水性絵具（一部墨）、縦 8.9 センチメートル、横 6.3 センチ
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メートル、厚さ 0.05 センチメートル 

 

７ 説明 

(1) 概要 

   本歴史資料は、昭和 48（1973）年 1 月に発行され、今日府中市郷土の森

博物館に保管される「武蔵府中郷土かるた」（以下、「郷土かるた」という。）

の初刷の読み札と取り札各 46 枚の計 92 枚、予備札４枚、あいさつ状１枚、

項目所在図と内容一覧１枚、これらを収める収納箱１合及び赤羽末吉（あか

ばすえきち、1910～1990 年）の手描きによる取り札原画 46 枚で構成され

る。歴史資料であるとともに、教育資料としての価値を有する。また、発行

当時のものがほぼ改変もなく、現在に伝えられてきた郷土かるたは、国内で

も稀有な例である。 

   郷土かるたの読み札の句は、府中市の歴史、民俗、伝承、自然、文化財な 

どをテーマに詠まれたもので、その裏面には関連事象のわかりやすい解説

が付されている。府中市教育委員会では、今日まで 15 万 6 千組ほどを発行

してきた。現在でも、市内小学校の第三学年児童全員に郷土学習資料として

配布し、小中学校のふるさと府中学習の教材として活用されている。 

(2) 郷土かるた制作の趣旨、作成の経過及び活用の取組 

郷土かるたの制作の趣旨は、昭和 46（1971）年 10 月 29 日開催の第 1 回

作製準備委員会記録によると、府中市は国府が置かれた歴史の町で、市民や

子どもたちの郷土愛の醸成を願って、やさしく明るく口ずさめ、親しめる郷

土府中のいろはかるたを制作する、とある。 

昭和 29（1954）年に 1 町 2 村が合併して新たに府中市が誕生した。新し

い市としての一体感を企図して、さらに８年後の昭和 36(1961)年には市史

編さん事業が開始されたこともあり、次代を担う子どもたちが楽しみなが

ら、郷土の歴史や伝統文化に親しめる教材が求められた。 

読み札の作製は、810 枚の市民公募等の文案から調整された。 

取り札である絵札の原画は、赤羽末吉の手描きによる。赤羽末吉が昭和

26（1951）年から昭和 45（1970）年までの 20 年間、府中市民であったこと

などの理由で選ばれたものと考えられる。赤羽末吉は、現在でも、多くの子

どもたちに親しまれている絵本「スーホの白い馬」や「笠地蔵」などで知ら

れる日本の絵本画家で、海外からも高い評価を得て、国際アンデルセン賞画

家賞を受賞している。その美術的価値とともに、優雅であじわいのある絵の

魅力も、郷土かるたが多くの市民に親しまれてきたことにつながっている。 

市の教育委員会では、昭和 48 年に「郷土かるた展」を開催するとともに、 

「郷土かるためぐり」標識・標柱 48 本を各読み札の関連場所に設置し、現

地散策を呼び掛けた。その結果、現在でも、夏休みの自由研究などで、親子

で標識巡りをすることも恒例となっている。また、小中学校とも総合的な学

習で取りあげるほか、かるた大会などを実施し、郷土学習の教材としてき
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た。 

さらに、郷土の森博物館主催の展示会や府中市の遺産の活用を考える会

による武蔵府中郷土かるた選手権大会なども開催されてきた。 

このように、これまで長きにわたって、市民とともに郷土かるたの普及・

啓発に努めてきたことがわかる。 

郷土かるたは、過去 50 年間のみならず今後も、郷土学習のための学校教

育資料と位置づけられるだけでなく、府中の長い歴史と伝統が反映された

貴重な文化財として高い価値を有する。さらに、郷土の歴史に対する関心

と、本市に愛着を感じてもらう重要なアイテムであり、市民共有の財産とな

っている。よって、将来に亘って永く保存し、活用すべき文化財と思料され

る。 

 

８ 他の法令による制限 

特になし。 

 

９ 参考文献 

府中市教育委員会『武蔵府中 郷土かるためぐり』昭和 59 年 11 月 

府中市『府中市政史』平成 5 年 3 月 

府中市教育委員会『府中市教育史』下、平成 14 年 12 月 

府中市の遺産の活用を考える会『武蔵府中郷土かるた解説書』平成 30 年 11 

 月 

赤羽茂乃『絵本画家 赤羽末吉 スーホの草原にかける虹』福音館書店、令 

和 2 年 4 月 

小野一之「宮本常一が府中から考えた観光のこと、博物館のこと」『あるむ

ぜお』№134 府中市郷土の森博物館、令和 2 年 12 月 

松本三喜夫「「武蔵府中郷土かるた」と赤羽末吉」『新府中市史研究 武蔵府 

中を考える』第 4 号 府中市史編集委員会・府中市、令和 4 年 2 月 

府中市『新府中市史 近現代 資料編』下、令和 4 年 3 月 

 

10 指定後の方針 

指定後は、郷土かるたの文化的・歴史的価値を将来に亘って永く維持するた 

めに、初刷一式と原画の保存を図る。さらに、学校教育や多くの市民に広く利 

用されるべく、活用を推進していく。 

 

〇指定基準 

府中市文化財の指定、登録及び選定に関する基準（抜粋） 

第１ 府中市指定文化財 

１ 府中市指定有形文化財 

(6) 歴史資料 
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ウ 歴史上重要な事象及び人物に関する遺品で、歴史的又は系統的にまとまっ 

て伝存し、地域的又は学術的価値の高いもの 
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 武蔵府中郷土かるた初刷  

読み札・読み札裏面解説・取り札・赤羽末吉の取り札原画（左から配列） 

 

図１－１ ○いの札  

図1―２ ○ろの札 

 

図１－３ ○はの札 
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図１－４ ○にの札 

 

図１－５ ○ほの札 

 

図１－６ ○への札 
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図１－７ ○との札 

図１－８ ○ちの札 

図１－９ ○りの札 
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図１－10 ○ぬの札 

 

図１－11 ○るの札 

図１－12 ○をの札 
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図１－13 ○わの札 

 

図１－14 ○かの札 

 

図１－15 ○よの札 
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図１－16 ○たの札 

図１－17 ○れの札 

 

図１－18 ○その札 
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図１－19 ○つの札 

 

図１－20 ○ねの札 

 

図１―21 ○なの札 
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図１―22 ○らの札 

 

図１－23 ○むの札 

 

図１－24 ○うの札 
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図１－25 ○のの札 

 

図１－26 ○おの札 

 

図１―27 ○くの札 
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図１―28  ○やの札 

 

図１－29 ○まの札 

 

図１－30 ○けの札 
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図１－31 ○ふの札 

 

図１－32 ○この札 

 

図１－33 ○えの札 
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図１－34 ○ての札 

 

図１－35 ○あの札 

 

図１－36 ○さの札 
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図１－37 ○きの札 

 

図１－38 ○ゆの札 

 

図１－39 ○めの札 
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図１－40 ○みの札 

 

図１－41 ○しの札 

 

図１－42 ○ひの札 
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図１－43 ○もの札 

 

図１－44 ○せの札 

 

図１－45 ○すの札 
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図１－46 ○んの札 

 

図１－47 予備札 
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図２ 武蔵府中郷土かるた 初刷 項目所在図と内容一覧 

図２－１ 武蔵府中郷土かるた 項目所在図（表） 

 

 

図２－２ 武蔵府中郷土かるた 内容一覧（裏） 
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図３ 武蔵府中郷土かるた 初刷 あいさつ状 

 

 

 

 

図４ 武蔵府中郷土かるた 初刷 収納箱 

図４―１ 武蔵府中郷土かるた 収納箱 蓋（表） 
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図４－２ 武蔵府中郷土かるた 収納箱 蓋（裏） 

 
 

 

図４－３ 武蔵府中郷土かるた 収納箱 蓋（側面） 
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図４－４ 武蔵府中郷土かるた 収納箱 身（内面） 

 

 

図４－５ 武蔵府中郷土かるた 収納箱 身（外面） 
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図４－６ 武蔵府中郷土かるた 収納箱 身（側面） 

 

 

    

 


